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１ 調査の目的 

本調査は、平成 21 年度に実施した大津っ子アンケートの対象となった学年の子どもたちを対象に、学校

就学前（５歳児）と学校就学後（小学１年生）のあそびや生活、学校生活での不安や相談支援の状況を就学

前後でとらえ、子どもの健全な育ちを支援していくとともに、育児を担っている保護者の状況やニーズを把

握し、今後の子育て支援、保護者支援をすすめていくための基礎資料とするため実施した。 

 

２ 調査の概要 

（１） 調査の方法 

① 調査地域  大津市 

② 調査対象  市内在住の平成 18 年 4 月生まれ～平成 19 年 3 月生まれの５歳児 

          平成 17 年４月生まれ～平成 18 年 3 月生まれの小学 1 年生  

の保護者を対象とした。それぞれの所属は表１に記す。 

③ 標本数   １,５５２人（配布数 ２,３４２人、有効回収率 ６６％） 

④ 調査方法   ○保育園・幼稚園・小学校在籍児は在籍園・学校にて配布・回収調査を行った。 

配布対象は以下の通り 

公立保育園 7 園   237 人、民間保育園 18 園 475 人 

公立幼稚園 12 園  409 人、私立幼稚園 3 園    80 人 

市立小学校 37 校 1,021 人      

                    ○各療育教室卒所児については郵送にて配布・回収調査 

                  ５歳児 76 人、小学 1 年生 44 人（特別支援学校、特別支援学級在籍児を含む） 

⑤ 調査期間  平成 25 年１月～２月 

⑥ 回収結果  表 1 参照 

   表 1 回収結果                   単位：人  （ ）：男児数     

対象児 対象児数 有効回収数 有効回収率 

 

 

市内保育園 5 歳児 712 385（208） 54％ 

市内幼稚園 5 歳児    489 356（163） 73％ 

発達支援療育事業ぱるランド卒所 5 歳児 18 17 （11） 94％ 

やまびこ総合支援センターやまびこ園・教室卒所 5 歳児 42 30 （14） 71％ 

北部子ども療育センターわくわく教室卒所５歳児 16 10  （7） 63％ 

 市内小学 1 年生 1,021 725（357） 71％ 

発達支援療育事業ぱるランド卒所小学１年生 10 8   （5） 80％ 

やまびこ総合支援センターやまびこ園・教室卒所小学１年生 23  14 （11） 61％ 

北部子ども療育センターわくわく教室卒所小学１年生 11 7   （5） 64％ 

⑦ 報告書の見方 

○ 集計結果はすべて、小数点第１位を四捨五入している。 
○ 図表では、コンピューター入力の都合上、回答の選択肢の語句を短縮している場合がある。 
○ 回答比率（％）は、その質問の回答者数を基数として算出した。 
○ 複数回答は、その群の回答者数を基数とし、[項目を選択した人数÷回答者数]として算出した。 
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（２）調査の内容 

調査内容の概要を示す。なお、調査に使用したアンケートは、巻末に掲載する。 

 

 

 

療育経過群に対しては、下記の内容を追加した。 

 

調査項目 備考

1 子どもの年齢

2 子どもの出生順位（　　人きょうだい　番目）

3 昼間の保育（保育園・幼稚園） 5歳児のみ調査

4 家族構成（母・父・祖父・祖母・きょうだい・その他）

5 記入者

問１ 発達の心配を感じたことがあるか

問１(2) 専門家に相談したことがあるか

問１(3) 相談先はどこか（園・学校、教育相談ｾﾝﾀｰ、保健ｾﾝﾀｰ・すこやか相談所、病院、その他） 教育相談センターは小1のみ

問１(4) 相談したことがない理由

問２ 就学にあたって不安や心配に思っていることを2つ選ぶ 小1は学校生活について

問３ 4才から5才の2年間で成長を感じること 小1は入学後の1年間について

問３(2) 現在の子どもの様子から、引き続き望むこと

問４ これからの子育てに関わる不安や心配に思っていること2つ選ぶ

問５ 地域や教育機関に対して希望する支援

問１ 平日家庭で過ごす時に、誰と何をして過ごしているか

問１(2) 休日家庭で過ごす時に、誰と何をして過ごしているか

問２ 平日、テレビ、DVD、ゲーム、携帯などの視聴・使用時間

問２(2) 視聴時間が2時間以上になる理由を２つ選ぶ

問１ 回答者は就労しているか

問１(2) 現在の就労状況について、満足しているかどうか。その理由は何か

問２ 回答者自身のことについて、望んでいること2つ選ぶ

問３　 子育てで感じるいらいらや疲労を軽減するために役立つことを選ぶ

問４ 現在子育てで楽しいと感じること、楽しんでいること

問５ 子どもが入学したらやりはじめたいこと2つ選ぶ 小1はやりはじめたこと

問１ 育児についての心配がある

問２ 腰が痛い

問３ 子どもを一人で育てている圧迫感がある

問４ 根気がなくなる

問５ 子育ての負担感を感じる

問６ 子どものよいところに注目できる

問７ 子どもの発達が気にかかる

問８ いらいらする

問９ なんとなく育児に自信が持てない

問１０ ちょっとしたことが思い出せない

問１１ 自分はもっと努力すべきだと思う

問１２ 子どものことでどうしたらよいか分からないことがある

問１３ 子どもがどのように成長するか不安

問１４ 頭が痛い

問１５ 育児についての悩みを相談できている

問１６ 話をするのがいやになる

問１７ 子どものことばかりで社会から取り残されているように思う

問１８ 子どものあそび方に悩む

問１９ 横になりたい

問２０ 全身がだるい

問２１ 子どもと一緒にいると楽しい

質問項目

対象児の属性について

Ａ 子どもの発達・成長

    について

Ｂ 家庭でのすごし方に

　 ついて

C 保護者自身について

D 保護者の心身の状況

問１ 就学先

問２ 療育を利用して良かったこと、役立ったこと

問３ 療育を利用して負担に感じたこと、しんどかったこと

問４ 療育利用中にあった方がよかったと思う支援

D-1 小学校就学について D-1は療育経過群のみ実施
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